
多職種連携会議

アルフレッサ株式会社 左京薬剤師会共催による多職種連携会議の実施
日 時：２０２０年１０月２４日 ＺＯＯＭによる開催
参加者：約５０名 (包括支援センター５名・医師１名・歯科医師８名・薬剤師１９名・介護事業者１４名等)

テーマ：フレイル・サルコペニア・摂食嚥下対策に関すること
内 容：グループワークによるディスカッション・専門の方の講演、認知症に関して情報共有
①認知機能低下による摂食フレイルが入院患者さんに増えており対応に困難しております。
②認知症で薬が飲めない方がおられた場合ケアマネさんと繋がっていない方は包括へ連絡を頂きたい。
③薬剤師との連携についてお薬手帳だけの情報では把握しがたいので薬剤や副作用など情報交換が出来る手段
があり連携し易くなる。
④機能訓練を提供してるデイサービスとして今後体操教室とのコラボを希望いたします
⑤滑舌低下や咀嚼能力の低下により食欲低下を引き起こしサルコペニアに繋がる恐れについて理解できた
⑥歯科医師により口腔内の状態から認知症の疑いなど気づくことがある。
など様々なご意見や情報を共有いたしました。
今回の多職種連携会議を通して、今後の認知症に関わる方のさらなる繋がりを京都市左京区内で築くことがで
きました。
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■共同宣言 10 業種を超えて連携します
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